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株主の皆様へ

株主の皆様には平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。

当社は２０２２年３月３１日をもって第８８期を終了いたしましたので、当社グループの

営業の概要ならびに決算につきましてご報告申し上げます。

当連結会計年度の概況

　当連結会計年度の世界経済は、新型コロナウイルスのワクチン普及および大型経済対策により欧米では個人消費等が

持ち直しに向かいましたが、変異株の感染拡大による供給面での制約が重しとなり、全体としては緩やかな回復となり

ました。

　わが国におきましては、輸出や設備投資の持ち直しが見え始めたものの、変異株の感染が夏および冬に拡大したこと

などから、景況は総じて停滞基調となりました。

　そのような環境下、エレクトロニクス市場におきましては、中国、米国を中心とした自動車販売の回復や巣ごもり需

要を背景に、電子機器生産および電子部品需要は好調な推移となりました。

　こうした状況のなかで、当社グループ（当社および連結子会社）におきましては、付加価値率の高い新分野への拡販

を図る一方、生産効率の改善を進めました。

　その結果、当連結会計年度の業績は、自動車向けを主体に受注が回復基調で推移したことから、� 売上高４０，４４８百万円

（前期比＋２３．２％）、営業利益２，０７５百万円（同＋２６２．５％）、経常利益２，５４８百万円（同＋２８８．７％）、親会社株主に帰属す

る当期純利益１，９４９百万円（同＋３３５．５％）となりました。

財政状態

（資産、負債および純資産の状況）

　当連結会計年度末は前連結会計年度末に比べ、受注増による生産水準の上昇に伴い、売上債権、棚卸資産、仕入債務

がそれぞれ増加したことから、総資産は５，２６６百万円増加し、負債は２，６０３百万円増加しました。
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株主の皆様へ

　純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ２，６６３百万円増加し、１５，９５０百万円となりました。

　うち、株主資本は、親会社株主に帰属する当期純利益により１，９４９百万円増加しましたが、剰余金の配当により

２５１百万円減少したことなどから、１，７１５百万円の増加となりました。

　また、その他の包括利益累計額は、アジア通貨高円安による為替換算調整勘定の増加を主因に、９４８百万円の増加と

なりました。

（キャッシュ・フローの状況）

　当連結会計年度末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下 ｢資金｣ という。）は、前連結会計年度末に比

べ１，４４４百万円減少し、５，４０４百万円となりました。

　営業活動の結果使用した資金は９０９百万円となりました。これは、税金等調整前当期純利益２，５０１百万円、減価償却費

１，０６９百万円に対し、売上債権が２，４０２百万円、棚卸資産が２，７１２百万円、仕入債務が１，３６０百万円それぞれ増加したこと

が主因であります。

　投資活動の結果使用した資金は１，０６４百万円となりました。これは、固定資産の取得による支出１，１５３百万円などによ

るものであります。

　財務活動の結果得られた資金は２３百万円となりました。これは、借入金の純増５３７百万円、配当金の支払い２５１百万円

などによるものであります。

次期の見通し

　世界経済は回復傾向にあるものの、地政学的リスクの高まり、インフレの加速、中国における都市封鎖など、先行き

不透明な状況が続いております。

　エレクトロニクス市場におきましては、資源価格の高騰に伴う原材料価格の上昇が懸念されますが、電子部品需要は

拡大方向にあり、当社といたしましては、自動車の電子化、機器の高機能化、IoTなどの技術革新が進む市場の変化に

対応した取り組みに努めてまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後ともより一層のご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長　多 田　守 男
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連結財務諸表

連結貸借対照表（２０２２年３月３１日現在）�
（単位：百万円）

科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

（資　産　の　部） （負　債　の　部）

　流動資産 ２７，８５８ 流動負債 １４，８２７

　　現金及び預金 ７，００６ 　支払手形及び買掛金 ７，４９１

　　受取手形及び売掛金 １１，０６５ 　短期借入金 ４，６１７

　　商品及び製品 １，５９９ 　未払法人税等 ７１５

　　仕掛品 ３，２５０ 　賞与引当金 ４５８

　　原材料及び貯蔵品 ３，０６８ 　その他 １，５４４

　　その他 １，８８６ 固定負債 １０，１８１

　　貸倒引当金 △１７ 　長期借入金 ５，１８６

　固定資産 １３，１００ 　リース債務 １７１

　　有形固定資産 ８，８０６ 　繰延税金負債 ４

　　　建物及び構築物 ２，５０５ 　再評価に係る繰延税金負債 ３１８

　　　機械装置及び運搬具 ３，１９１ 　退職給付に係る負債 ４，４３５

　　　土地 ２，８４７ 　その他 ６４

　　　その他 ２６１ 負債合計 ２５，００８

　　無形固定資産 ４８２ （純 資 産 の 部）

　　投資その他の資産 ３，８１１ 株主資本 １４，６１１

　　　投資有価証券 １，０９６ 　資本金 ５，２００

　　　繰延税金資産 １，５２８ 　資本剰余金 ５，０３９

　　　その他 １，２２２ 　利益剰余金 ５，５３３

　　　貸倒引当金 △３６ 　自己株式 △１，１６０

その他の包括利益累計額 １，３３８

　その他有価証券評価差額金 ８７

　土地再評価差額金 ６６５

　為替換算調整勘定 ７０６

　退職給付に係る調整累計額 △１２０
純資産合計 １５，９５０

資　産　合　計 ４０，９５９ 負債・純資産合計 ４０，９５９
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結財務諸表

連 結 損 益 計 算 書
（２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

売上高 ４０，４４８

　　売上原価 ３３，４８６

売上総利益 ６，９６１

　　販売費及び一般管理費 ４，８８５

営業利益 ２，０７５

　　営業外収益 ６１２

　　　受取利息及び受取配当金 ６８

　　　為替差益 ３９２

　　　その他 １５１

　　営業外費用 １４０

　　　支払利息 ５４

　　　その他 ８６

経常利益 ２，５４８

　　特別利益 ７３

　　　固定資産売却益 ０
　　　保険解約返戻金 ４７

　　　受取保険金 １４

　　　その他 １０

　　特別損失 １２０

　　　固定資産売却損 ７

　　　固定資産除却損 ６８

　　　保険解約損 ３１

　　　その他 １２

税金等調整前当期純利益 ２，５０１

　　　法人税、住民税及び事業税 ７０８

　　　法人税等調整額 △１５５
当期純利益 １，９４９

親会社株主に帰属する当期純利益 １，９４９
（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

連結キャッシュ・フロー計算書（要約）
（２０２１年４月１日から２０２２年３月３１日まで）� （単位：百万円）

科　　目 金　　額

営業活動によるキャッシュ・フロー

　税金等調整前当期純利益 ２，５０１

　減価償却費 １，０６９

　売上債権の増加額 △２，４０２

　棚卸資産の増加額 △２，７１２

　仕入債務の増加額 １，３６０

　その他 △７２６

　　営業活動によるキャッシュ・フロー △９０９

投資活動によるキャッシュ・フロー

　固定資産の取得による支出 △１，１５３

　その他 ８９

　　投資活動によるキャッシュ・フロー △１，０６４

財務活動によるキャッシュ・フロー

　短期借入金の純増額 １，０００

　長期借入金の純減額 △４６２

　自己株式の取得による支出 △２

　配当金の支払額 △２５１

　その他 △２６０

　　財務活動によるキャッシュ・フロー ２３

現金及び現金同等物に係る換算差額 ５０５

現金及び現金同等物の減少額 △１，４４４

現金及び現金同等物の期首残高 ６，８４９

　　現金及び現金同等物の期末残高 ５，４０４

（注）　記載の金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。
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連結決算ハイライト

■　2021年度
   製品別売上高構成比

■　2021年度
   市場別売上高構成比
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所有者別 
 

個人　　　　 6,419名
4,853,276株  

その他法人　106名  
642,817株（6.95％）

 

金融商品取引業者　36名  
216,680株（2.34％） 

金融機関　13名  
1,035,922株（11.20％） 

外国法人等　65名  
271,980株（2.94％）

 

信託銀行　10名  
1,347,500株（14.57％）

 

自己株式　1名  
881,924株（9.53％）

（52.47％）
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連結決算ハイライト

社 名 北陸電気工業株式会社

英 文 社 名 HOKURIKU�ELECTRIC�INDUSTRY�CO.,�LTD.

所 在 地 〒９３９−２２９２　富山県富山市下大久保３１５８番地

T E L ０７６−４６７−１１１１

F A X ０７６−４６８−１５０８

U R L https://www.hdk.co.jp/

設 立 １９４３年（昭和１８年）４月４日

資 本 金 ５，２００百万円

事 業 内 容

固定・可変・チップ等各種抵抗器、圧力・加速度・
湿度等各種センサ、モジュール製品、ペーストスルー
ホール基板等各種電子部品の開発・製造・販売、そ
の他の事業

株　主　名 持　株　数

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） � 千株９４１　　

北電工取引先持株会 � ４１２　　

北電工従業員持株会 � ３５２　　

株式会社�北陸銀行 ３３１　　

株式会社�日本カストディ銀行（信託口） ２６３

株式会社�北國銀行 ２１８

成川武彦 １８５

前田建設工業株式会社 １６４

株式会社�富山銀行 １３９

コーセル株式会社 １１２

（注）　１．�当社は自己株式８８１千株を所有しておりますが、上記大株主から除外しており
ます。

　　　２．株式数は、千株未満を切捨てて表示しております。

会社の概況（２０２２年３月３１日現在）

■� 株 式 の状況

発行可能株式総数� � ………………………………………� 25,000,000株

発行済株式の総数� � …………………………………………� 9,250,099株

株　主　数�� …………………………………………………………� 6,650名

■� 大 株 主（上位１０名）

■� 会 社 概要

■� 所 有者別分布状況

代表取締役社長…………………………………… �多
た

　田
だ

　守
もり

　男
お

専務取締役………………………………………… �谷
たに

　川
かわ

　　　聡
さとし

常務取締役………………………………………… �下
しも

　坂
さか

　立
りゅう

　正
しょう

取締役……………………………………………… �高
たか

　田
た

　裕
やす

　弘
ひろ

取締役……………………………………………… �西
にし

　村
むら

　裕
ゆう

　司
じ

取締役……………………………………………… �村
むら

　上
かみ

　吉
よし

　憲
のり

取締役常勤監査等委員…………………………… �山
やま

　下
した

　　　進
すすむ

取締役監査等委員………………………………… �北
きた

之
の

園
その

　雅
まさ

　章
ゆき

取締役監査等委員………………………………… �菊
きく

　島
しま

　聡
さと

　史
し

取締役監査等委員………………………………… �井
い

　村
むら

　一
かず

　明
あき

（注）　北之園雅章氏、菊島聡史氏および井村一明氏は社外取締役であります。

■� 取締役および監査等委員である取締役（２０２２年６月２９日現在）
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製品紹介

［フォースセンサ］

［抵抗式湿度センサ］

［自動車用センサ］

［圧力センサ・圧力センサモジュール］

［容量式湿度センサ］

小型フォースセンサ（０〜１０Ｎ検知タイプ） 超小型フォースセンサ（０〜５Ｎ検知タイプ）

抵抗式湿度センサ

自動車用センサ

ヤマシスト
YAMAssist

９２０MHz帯特定小電力
無線モジュール

小型電流センサ

小型・薄型で１０N以下の微小荷重検知が可能な
センサです。小型低背、更に出力がリニアで使い
やすく、荷重の微小変化や強弱が検知できるため、
調理家電やスタイラスペン等各種アプリケーショ
ンに対応可能です。

快適な生活空間に欠かせな
い湿度センサ。当社の抵抗
式湿度センサは、1986年よ
りエアコンや除湿機、事務
用機、更には自動車等各種
用途向けに幅広く使用され
ており、高い実績と信頼性
を得ています。

自動車用センサは、高精度であることに加え
て厳しい環境変化にも十分機能することがで
きる様に高い信頼性が求められます。当社で
は、これらのニーズに対応した各種自動車用
センサをラインナップしております。

小型低背で、低消費電流
の電流センサを開発しまし
た。取付け易いクリップ構
造で、既存設備にも後付け
可能です。太陽光発電のス
トリング監視システム等各
種電流計測に最適です。

双方向通信の登山者位置検知システム
ヤマシストYAMAssist
ヤマシストシステムは、スマホ圏外でも
①助けを呼べる②登山者を捜せるシス
テムです。端末同士で定型文のやり取
りも可能です。大きさは１０４×６９×２６
mm、重量１９６gと手ごろなサイズであ
り、最長７日の長時間使用も可能です。

太陽電池＋無線
ネットワーク＋
センサーをワン
パッケージにし
たSRPCシリー
ズ。電源不要で
あり、しかも約
１kgと軽量です。

特定小電力規格
（ARIB� STD-T
１０８）に準拠し
た機器組込み
用の９２０MHz帯
特定小電力無線
モジュールです。

ピエゾ抵抗式の半導体圧力センサです。セン
サ単体の他、水位検知、ガス圧検知等の各種
圧力センサモジュールをラインナップしています。
中でも水位センサモジュールは、ミリメートル単位の検
知が可能で非常に高精度であり、またアナログ出力、
デジタル出力タイプを取り揃えており、更に取り付
けタイプも基板取付けタイプ、フランジねじ取付け
タイプを用意し、洗濯機や食器洗い機、エコキュー
ト等各種水位センシングのニーズに対応しています。

以前から実績のある抵抗式湿度センサに加え、
新たに２mm角と超小型サイズの容量式湿度
センサをラインナップに加えました。
抵抗式では計測が困難であった０%RH〜１００
%RHの広範囲の計測が可能です。
更に応答時間が世界最速（既存品の１０秒程
度から１秒以内まで応答性を改善）である高速
応答タイプ容量式湿度センサも開発しました。

圧力センサ・圧力センサモジュール

容量式湿度センサ

各種センサ群 �

車載用やIoT機器を中心として幅広い用途に使用されています。
［電流センサ］

I o T 関 連 商品 �

SRPCシリーズ
（ソーラー無線ソリューション）
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製品紹介

［圧電部品］

［機構部品］

［耐サージ形高電力チップ抵抗器］［耐アーク性チップヒューズ］［金属板抵抗器］ ［JAXA認定チップ抵抗器］

［ペーストスルーホール基板］

高信頼性チップ抵抗器

独自の圧電材料技術、積層技術により
生み出される圧電サウンダー、スピー
カー、アクチュエーター等の圧電部品は、
省エネで薄型であり、車載用や民生用
に幅広い分野で使用されています。

車載電装品、生活
家電等の製品に欠
かせない各種チッ
プ部品。当社では
０４０２サイズの超小
型チップ抵抗器の
他、チップネット
ワーク抵抗器、

チップ半固定可変抵抗器、また電流検出用チップ低抵抗
器、耐硫化チップ抵抗器、耐サージチップ抵抗器、高電
力チップ抵抗器（長辺電極チップ抵抗器）等の高機能チッ
プ抵抗器、チップヒューズ等各種チップ部品を取り揃えて
おります。

先端実装技術を駆使したモジュール製品。従来からの民生用液晶モジュールに加え、
車載液晶モジュールや自動車用メーターパネル等の各種車載用モジュールを拡大す
るとともに、白物家電、ヘルスケア等各種分野へ幅広く展開しております。

ますます電子化が進展す
る自動車。当社のペースト
スルーホール基板は、民
生用電子機器の他、自動
車のメーターパネル用とし
ても使用されております。

各種電子回路機能モジュール 実装モジュール

タクティールスイッチ

金属板抵抗器

銀・銅ペーストスルーホール基板

圧電振動板 圧電サウンダ・スピーカー

主要製品

［モジュール製品］

高 付加価値チップ抵抗器 �

あらゆる機
器に使用さ
れ るタク
ティールス
イッチ。当
社では、汎
用タイプの
他、白物家

電向けの防水タイプも製品化しており、
更に端子形状もリードタイプ・表面実装
タイプをラインナップしております。

サージ 耐
圧、耐パル
ス性に優れ
たチップ抵
抗器です。
従来同サイ

ズ品に比べて定格電力が大きく車載
用に最適です。

独自の素材、
構造によって
１６０８サイズ
の小型であり
ながら高定

格電圧で強力なアーク抑制特性を
実現した速断タイプのチップ
ヒューズです。

電流計測
用のチッ
プタイプ
の金属板
抵抗器で

す。数mΩの超低抵抗まで製
造可能です。 JAXA認定の宇宙用の高

信頼性チップ抵抗器です。

耐サージ形高電力チップ抵抗器

耐アーク性チップヒューズ

［各種チップ部品］

各種チップ部品
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■　国内拠点 ■　海外拠点
本社

HOKURIKUグローバルネットワーク
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HOKURIKUグローバルネットワーク

事 業 年 度 4月1日から翌年3月31日まで

定 時 株 主 総 会 毎年6月

一 単 元 の 株 式 の 数 100株

株 主 名 簿 管 理 人
三菱UFJ信託銀行株式会社

特別口座の口座管理機関

同 連 絡 先

三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部
東京都府中市日鋼町１−１�電話　0120−232−711（通話料無料）
受付時間　月〜金　9：00〜17：00（土・日・祝日を除く）
郵送先　〒137−8081� 新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱UFJ信託銀行株式会社�証券代行部

上 場 証 券 取 引 所 東証プライム市場

公 告 の 方 法
電子公告により行います。
公告掲載URL　https://www.hdk.co.jp/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告ができない場合は、日本経済新聞に掲載いたします。

【お知らせ】
株券電子化によるご注意
１．�株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座
管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主
名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）ではお取り扱いできませんのでご注意ください。

２．�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、
上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお
取次ぎいたします。

３．�配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこ
ととなりました。従来同封いたしておりました当社専用の「配当金振込指定書」は同封を取りやめております。振込指定
のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問い合わせください。

４．未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

株式事務のご案内

記載の連結財務諸表等の詳細につきましては、当社のホームページの

IR情報の決算情報にてご覧いただけます。

https://www.hdk.co.jp/



報　告　書
（2021年4月1日から2022年3月31日まで）

88

この冊子は植物性インキを使用し、環境にやさ
しい「水なし印刷」を採用しています。

K29




